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碇高原牧場長  田 中  穗 積 
 

平成３０年６月の定期人事異動で第１９代

碇高原牧場長を拝命いたしました。よろしく

お願いします。  

当場は、平成３１年４月に開場４０周年を

迎えました。難航した当場建設の記録をまと

めた記念誌をひもとくと、その巻頭に「目先

の情勢にとらわれることなく、３０年後ある

いは５０年後を見透した大計を樹立し、何  

１０年か後の丹後半島の農業振興及び府下の

畜産経営発展のための拠点として役立つもの」

を目標に当場建設計画を策定したと力強く記

されています。  

開場から今日まで、和牛振興の基地として、

時代の要請に応えるべく、種雄牛造成、受精

卵の生産・供給と普及定着、改良基礎雌牛候

補牛と肥育素牛の安定供給、飼養管理技術の

研究と現地指導等々取り組んでまいりました。

令和元年９月に開催された中丹子牛せり市で

は、上場牛のうち、当場出荷牛、受精卵産子

など碇高原牧場にルーツを持つ子牛が約４割

を占めており、当場の担っている役割の重さ

を実感しています。  

皆様ご存じのとおり、全国的な子牛不足を

背景に、肉用子牛相場は超高水準が続いてい

ます。京都府における肉用牛繁殖経営の近況

を見てみると、子牛価格はこの１０年ずっと

右肩上がりで、実に２．５倍にまで上昇、収

益性は大幅に改善しています。一方、戸数は

この４０年で７２９戸から５４戸まで減少し

ています。このことは飼養戸数の維持拡大に

は「収益性の改善よりも、もっと重要なこと

がある」ことを明確に物語っています。  

この超難題解決の切り札は簡単には見つ

かりそうにありませんが、碇高原牧場では、  

当場に蓄積されたノウハウ、放牧場をはじめ  

 

とする施設などをフル活用して、「子牛」の生  

産頭数の拡大、優良雌牛群の整備、受精卵の

生産供給、子牛せり市への安定出荷、妊娠牛

譲渡、長期不受胎牛の預託管理等に地道に着

実に取り組み、生産基盤強化策を下支えする

ことにより、これからも肉用牛農家のみなさ

まに寄り添い、励まし、伴走していきたいと

考えています。  

また、開場以来４０年続けてきた主要業務

の乳用牛育成事業も、初妊牛価格の高騰を背

景に、令和元年度から新たに京都府と生産者

団体がリレー方式で連携する「乳用後継牛府

内確保事業」がスタートしました。令和２年

春から順次、ＪＡ全農京都の農場で約１年哺

育・育成された乳用育成牛が、繁殖のため当

場に入牧いたします。  

今年５月、平成から令和となり、新たな時

代が始まりました。京都府畜産の未来を見据

えると、これからの１０年は、これまでで最

も重要な１０年になることは誰の目にも明ら

かです。「丹後半島の農業振興及び府下の畜産

経営発展のための拠点として役立つこと」が

碇高原牧場の設置目的であり果たすべき最重

要任務であることを再確認し、全力でその任

務を遂行いたします。  
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～これからの１０年、継続と革新～ 


